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1． はじめに 

声優という職業が世間の注目を集めるようになるにつれ，マスコミや視聴者による声優や声優の仕事に

関する言説が頻繁に観察されるようになった．中には、声優が演じるキャラクターを演じ手である声優に

投射し，声優をまるでキャラクターと同一であるかのように扱うものもあれば，キャラクターに音声がつ

く過程の一環を担う声優をアニメーター（Goffman，1981）のような存在として捉えるものもある．このこ

とから分かるように，声優が架空のキャラクターを演じるために提供した演技音声は，視聴者が持つ様々

なメディア・イデオロギーと照応されながら、多種多様に解釈されている．本研究は，アニメ声優の声や

演技に関するネット上の書き込みを分析し，声優による演技音声の解釈・鑑賞を支えるメディア・イデオ

ロギーの考察を行う． 

2． 分析の枠組み 

声優が架空のキャラクターを演じるための音声は，キャラクターを指し示す記号資源であると同時に，

演じ手である声優のテクニックや演じる際の様子を示唆するパフォーマンス性の高い言語使用でもある．

本研究はそうした演技音声の記号としての側面および言語使用としての側面の両方を捉える． 

言語記号による人物像の成立に着目した定延（2020）は，作られた人物像を，発話時の状況と結びつく

「スタイル」，状況とは関係なしに同一人物であれば変わらないとされる「人格」，そしてその中間に位置

する「キャラ」との 3段階にわけた．また，図像記号に特化したマンガ研究は，マンガ作品の登場人筒を，

紙上に描かれマンガという体裁に依存する「キャラ図像」と，描かれた部分を元に想像することのできる

「キャラ人格」に分類している（伊藤 2005，岩下 2013）．声優の演技を含む音声記号も同様に，それが実

際に表出される，もしくは出現する物理的状況への依存性に程度の差があると推測される．つまり，文脈

や聞き手によって，声に対する複数の解釈が引き起こされる． 

一方，演技を言語使用として捉えると，話し手の意思の問題が顕になる．Goffman（（1981）は対面でのや

りとりにおける話者を，実際に言葉を発した animator，言葉の構成を考えた author，そして言葉が依拠す

る principalとの 3つに分類した．また，儀礼的場面での発話を研究した Du Bois（1986）は発話行為を，

話者が完全に主導権を握る発話から，主導権が完全に言葉の背景にある引用先や霊的存在に移った発話ま

での 7段階に分類した．演技を含めた声優の仕事も，原作者や脚本家，ないしキャラクターなど，複数の

話者の意思が関わっているため，上記の指摘と合致する．また，分析から分かるように，声優があくまで

も台本や指示通りにキャラクターを演じる場合でも，自らの意思で演技を行っているように解釈されるこ

とがある． 

これらの先行研究から，視聴者が声優の演技音声を解釈する際に，①音声が出現した物理的状況（作品）

に依存しているかどうか，②声優自身の意思で行われたかどうか，との 2つの要素が影響を及ぼすと考え

られる．上記の理論を枠組みとして，分析を進めた． 

3． データ概要 

分析対象として，TVアニメ（ アイドルマスター SideM』（（A-1 Pictures，2017年 10月-12月放送，以下では

 SideM』）に登場する架空の男性アイドルである山下次郎を演じる中島ヨシキに関するネット上の書き込

みを取り上げる．2017年 12月から 2018年 6月にかけて発売された DVD及び Blu-rayディスク（全 7巻）

には購入特典として，登場人物が歌唱する楽曲が収録されることになっている．2018年 1月 26日に，一

部の特典楽曲の試聴動画が YouTubeにて公開された．その中で特に，山下次郎（中島ヨシキ）のパフォー

マンスが物議を醸した．分析データとして，①動画サイト（YouTube）の試聴ページ，②SNS（（Twitter（・現 
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X），③匿名掲示板（5ちゃんねる）にある SideM』に関するスレッドをフィールドに，山下次郎（中島ヨ

シキ）の声や演技について言及した書き込みを収集した．なお，②に関しては，専用のハッシュタグが見

当たらなかったため，声優名・キャラ名・「歌い方」・「声」をキーワード

に，動画が公開されてからの 1 週間を期間に設定して検索をかけた．ま

た，②と③における書き込みのうち，単に他人が書き込んだ内容を報告し

たものや引用したものを除外することにした．それぞれのフィールドで収

集した件数は表 1でまとめた． 

4． データ例および分析 

分析の結果，（「声優による演技音声は状況（作品）に依存する／しない」，「声優は自らの意思で演技して

いる／していない」との 2ペアのメディア・イデオロギーが確認できた．以下，具体例を挙げつつ，説明

していく． 

まず，声優の演技音声を「キャラが歌った楽曲」という物理的状況に基づいたものとして捉えた書き込

みは，いずれのフィールドにおいても観察された．音楽社会学者の Simon Frithは，大衆音楽において歌手

の歌声が果たす最初の役割として，楽器としての声（voice as musical instrument）をあげている（Frith，1996: 

187-191）．何を，どのように伝えるかより先行した形で，歌声は物理的に存在することで，他の楽器の音

と同じように楽曲の一部として楽曲を成り立たせているという．演技にせよ，歌にせよ，声優の声をキャ

ラクターの声として解釈・評価することが可能なのも，まずは作品がそうした声を必要としているという

状況があるからではないだろうか． 

【例 1】音声が状況（作品）に依存するイデオロギー 

<1-1> 2:47 じろちゃんの 

<1-2>「華麗なる FALL IN LOVE」がどちゃくそ好き。好きすぎる。（4年前，YouTube） 

<1-2> かはぁ～～れひぃ～～なはぁ～～るおほぉ～～りひぃ～～んらはぁ～～ぶ 

<1-2> 誰だよ（2018年 1月 26日，5ちゃんねる） 

<1-3> 演者でじろーちゃんに一番近い存在であるヨシキがいろいろ考えてくれて出した答えがあの歌

い方なんだろうから私はその答えを受け入れて肯定するけどなぁ（2018年 1月 27日，Twitter） 

<1-1>が「好き」と評価した「華麗なる FALL IN LOVE」とは，試聴動画において中島が担当したパート

の歌詞である．<1-1>はまず，それが動画で出現した箇所の開始部を明記し（「2:47」），続いて引用した歌

詞を楽曲収録の場で歌われた一回きりのものとしてコンテクスト化させた．また，<1-2>は同じ歌詞を，逸

脱的な表記で引用することで歌い方の音声的特徴を再現し，引用の内容をただの歌詞ではなく，「試聴動画

で誰かが歌って音声化させた歌詞」として具体化させた．一方，<1-3>は声優と担当キャラクターとの隣接

性に言及しつつ（「近い」），「演者」という役割を強調し，声優に公的に付与される権威性によって，声優

とキャラクターとのつながりを正当化させた．言い換えれば<1-3>は，作品という物理的状況に基づいた声

優の声の指標性を，特定のキャラクター・作品と結びつけることによって，類像化させたのである． 

それに対し，【例 2】で挙げるデータは，声優による演技音声が作品に依存せずとも，キャラクターの声

として成立するイデオロギーを示唆している．2 節で言及した伊藤（2005）は，マンガの読者は線画で描

かれる図像を手がかりに，独立した人格や人生を持つキャラクターを想像することができると指摘した

（pp. 95-96）．データから分かるように，音声記号も図像記号と同様に，そうした想像を可能にしている1． 

【例 2】音声が状況（作品）に依存しないイデオロギー 

<2-1>なんか本当に山下次郎の Vo 値って表現力の Vo って感じする 純粋な歌の上手さじゃなくて曲に

あった歌い方っていうのかな（2018年 1月 26日，Twitter） 

 
1 もっとも， SideM』本編において，登場人物が実際に特典楽曲を歌っている場面も，いつかは歌うといった描写もなか

った．そういう意味では，「作中の登場人物が歌唱する」とされる楽曲が制作され，商品化されること自体が，声優の声や

担当キャラクターとのつながりを TVアニメという物理的状況から浮かび上がらせる作業であり，演技音声が作品から離

脱する可能性を物語っている． 

表 1 分析データの出所及び件数 

 フィールド 件数 

① YouTube 19 

② Twitter（X） 191 

③ 5ちゃんねる 159 
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<2-2>セムンナイの次郎がああなったのは、それが「アイドル山下次郎の成長」って考えれば受け入れそ

うだけどなぁ（2018年 1月 27日，Twitter，一部省略） 

<2-3>あまりに酷すぎて涙出てきたヨシキお前の歌をききたいんじゃない山下の歌声をきかせろ声変わ

りしすぎ（2018年 1月 26日，5ちゃんねる） 

 <2-1>はまず，試聴動画という一回きりの音声表現から一貫性を見出し，それをキャラクターの（「Vo値」，

つまり歌唱力に帰結している2．また，<2-2>は，今回の楽曲（「セムンナイ」）における歌声が以前より変

化していることを認めつつも，それを（「成長」という，キャラクターの人生における変化として解釈した．

それらはいずれも，声優による演技音声をキャラクターが歌唱した 1楽曲という物理的状況から離れ，あ

るいは複数の状況の間に行き来しながら，それをキャラクターの声として解釈・評価していると言える．

一方<2-3>は，声優のそうした変化をキャラクターからの乖離としてみなし，そのせいで試聴動画の楽曲を

キャラクターが歌った曲として聞くことができないとネガティブに捉えている．しかしそれは，作品から

離れたら，もしくは声優の声が変わったら，それをキャラクターの声として認められなくなることを意味

するのではない．むしろ，声優の声に脱状況的な一貫性やキャラクターとのつながりを前提にしているか

らこそ，それに相まった演技を求めたのではないだろうか． 

 続いて，（「声優は自らの意思で演技している／していない」のイデオロギーについて説明する．声優の仕

事を含め，現代日本のメディア社会において、アニメ作品の制作過程はただの「裏側の仕事」でなくなり，

公的な場で取り上げられることが増えた．特に（ SideM』に関しては，プロモーション・イベントや声優が

パーソナリティを務めるラジオ番組など，制作事情を発信する場が多く設けられている．したがって，作

品に関心のある視聴者ならある程度に，脚本家や音響ディレクターなど，声優の仕事を管理したり指示を

出したりする職業の存在を把握していると考えられる．しかしながら，収集したデータの多くでは，動画

での演技音声が声優自らの意思によるものとして解釈されていた． 

【例 3】声優は自らの意思で演技しているイデオロギー 

<3-1>ニコ動のほうで Mアニ 3巻特典の試聴動画見てるとヨシキ叩かれまくっててめっちゃ不快、ヨシ

キが解釈した次郎の歌い方なんだからそんな叩かんでいいだろそんなに嫌なら聴くな買うな以上だ解

散（2018年 1月 28日，Twitter） 

<3-2>自分より一回りも年上なんて、自分の中の考察と咀嚼なしではあんなにうまく表せないって思う

んですよね！私はじろちゃんの歌い方の変化好きな方で、これからも楽しみです（2018年 1月 28日，

Twitter，一部省略） 

<3-3>ねっちょねちょで承認欲求丸出しのただの中島ヨシキさんの歌声聴かされてるだけなのに（2018

年 1月 27日，5ちゃんねる，一部省略） 

 まず<3-1>は，動画サイトで見かけたネガティブな評価に反感を表しつつ，試聴動画での歌い方を声優自

らの解釈によるものとし，それをネガティブに評価する書き込みの正当性を否定した．また，<3-2>は声優

の年齢や専門性を根拠に（「自分より一回りも年上」，（「自分の中の考察と咀嚼」），歌い方やその変化を肯定

している．一方，<3-3>はその歌い方を声優の「承認欲求」の現れと捉え，声質や演技の変化を声優自身の

意思によるものとした上で，ネガティブに評価した．このように声質や演技の在り方から声優本人の意思

と見なし，さらにそれを資源に声優の人格を否定する書き込みは，特に 5ちゃんねるでは多く観察された．

それらに対し，ディレクターや制作スタッフについて触れる内容もあった． 

【例 4】声優は自らの意思で演技していないイデオロギー 

<4-1>まさか中の人の独断で歌い方決めてないだろうし よっぽどおかしいなら制作側から指示でるは

ずだし（2018年 1月 27日，Twitter，一部省略） 

 
2  SideM』を含め「アイドルマスター」シリーズは，登場人物にそれぞれ Vi（Visual）・Da（Dance）・Vo（Vocal）の 3つ

のステータスを与え，各登場人物のアイドルとしての能力を数値によって表している．山下次郎はその 3つのステータス

において，Vo値が最も高く，つまり公式的に「歌が上手」なキャラクターとして設定されているのである． 
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<4-2>まああんな歌い方で OK 出す方も悪いとは思う 

<4-2>ヨシキが悪目立ちしてる時点でディレクション仕事してないしミキシングも下手（2018年 1月 27

日，5ちゃんねる） 

 <4-1>の冒頭にある「中の人」とは，着ぐるみを着た演者から転用された声優の愛称である（Nozawa，

2016）．しかし<4-1>は声優を着ぐるみ演者のように，手足を動かすことで思うままに着ぐるみを動かせる

存在として扱うのではなく，「独断で歌い方決め」られない animator（Goffman，1981）のような存在とし

て捉えている．その上，声優がどのように演技を行うべきか決める（「制作側」という authorを提示し，制

作側から指示が出なかった，つまり演技は制作側の了承の上で行われたと論じることで，声優の演技を正

当化した．一方，<4-2>は「ディレクション」や「ミキシング」などといった制作過程について言及し，楽

曲の出来をそれらの仕事が不手際だったせいにしながらも，それが原因で「悪目立ち」することになった

声優の責任も否定せずにいた． 

 前述の Frith（（1996）は歌声の楽器的側面について，ジャス音楽から演奏者の意図を汲み取ろうとするの

と同じように，人間の声を聞いた我々は，自然とそれを誰かの意図（intention）で発せられたと解釈すると

説明している（p. 190）．【例 3】のように演じ方を声優自らの意思によるものにしたり，あるいは<4-2>の

ように，演技音声に調整を入れる側の存在を意識しながらも声優本人を非難したりする書き込みは，単に

アニメや楽曲の制作過程についての知識が欠如しているのではなく，そうした声に内在する性質に由来し

ているのではないだろうか． 

5． まとめ 

データを分析した結果，声優が架空のキャラクターを演じるための音声に関し，（「音声が出現した物理的

状況（作品）に依存する／しない」，「声優自らの意思で演技している／していない」との 2ペアのメディ

ア・イデオロギーを確認することができた．それらのイデオロギーは常に視聴者によって意識されている

わけではなく，コミュニケーションの中で随時前景化され，時には己の主張を正当化させるために利用さ

れる．また，たとえ声優の愛好者コミュニティにおいても，声優の声や演技に対する捉え方は一定ではな

く，常に共在し，または交渉されていることが分かった．これらの結果は，さらなる考察が必要であるこ

とを示唆している． 
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